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寸
非
歴
史
的
で
る
る
と
非
難
せ
ら
れ
る
十
八
世
紀
白
啓
蒙
時
代
比
一
つ
の
新
し
い
引
歴
史
観
を
生
ん
だ
。
ざ
う
じ
て
ず
オ
ル
テ
ー
ル
J

7
F
1
V
リ
ツ
芋
大
王
・
ヒ
ュ

I
A
・
ロ
パ
ー
ト

y
v
・
ギ
ポ
y
ほ
光
輝
あ
る
歴
史
的
創
作
に
於
い
℃
と
り
歴
史
観
を
貢
徹
し
た
。
己

れ
ら
の
著
述
の
内
に
は
、
人
類
十
四
聯
帯
、
，
P

」
進
歩
と
一
忙
闘
す
る
直
嗣
闘
が
あ
ら
ゆ
る
民
族
と
時
代
と
む
上
に
そ
の
光
を
そ
品
、
い
で
ゐ
る
。

今
や
は
じ
め
て
世
田
仲
良
位
、
経
験
的
考
察
弘
白
も
白
か
ら
r

つ
〈
ら
れ
た
と
己
ろ
の
一
つ
白
聯
闘
を
え
た
り
で
あ
る
己
か
く
デ
ィ
ル
タ

イ
は
『
十
八
世
紀
と
歴
奥
的
世
界
』
の
は
じ
め
に
書
い
て
ゐ
る
。
十
六
一
世
紀
と
十
七
世
純
正
は
歴
史
の
資
料
を
盤
調
寸
る
た
め
の
科

準
的
左
道
具
を
創
鐙
し
た
。
き
う
し
て
啓
蒙
時
代
に
至
っ
て
此
資
料
を
支
配
し
う
る
偉
大
均
一
岳
自
n
H
H
E
O
局
面
が
つ
く
ら
れ
で
、
世

田
昨
夏
は
は
じ
め
て
神
畢
の
〈
び
昔
か
ら
離
れ
、
因
果
認
識
と
結
び
つ
い
て
、
生
成
し
た
白
で
あ
る
。
己
の
世
界
史
的
怠
事
件
ほ
深
く

銘
記
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
経
済
串
の
誕
生
は
恰
も
と
白
歴
一
史
的
憲
識
白
生
成
と
時
を
向
じ
う

ιた
の
で
あ
り
、

E
の
歴
史
的
意
識
〈

白
裏
づ
貯
に
ょ
う

F

て
支
同
ら
れ
て
ゐ
た
伺
苫
う
し
て

E
O
科
壊
の
獲
展
は
、
一
般
に
歴
史
的
意
識
白
輔
換
と
と
も
に
、
推
移
の
跡
を

一所し

τゐ
る
白
で
あ
る
。
い
ま
極
〈
大
づ
か
み
に
そ
の
後
の
推
移
を
述
べ
る
た
信
、
非
歴
史
約
柁
と
し
/τ
根
本
的
た
非
難
を
裕
ぴ
た

十
A
世
紀
の
歴
史
観
と
と
も
に
、
古
典
経
済
事
も
掠
そ
白
同
じ
批
判
を
蒙
っ
た
。
そ
れ
は
歴
史
主
義
の
歴
史
観
照
撮
る
陣
晶
画
か
ら
で

ー
あ
っ
た
ロ
砂
れ
主
車
十
八
世
記
の
歴
史
観
の
「
指
導
理
念
」
と
し
て
D
「
進
歩
@
理
念
」
は
『
バ
ラ
ン
ス
草
命
白
試
練
を
経
て
の
ち
、
再
び

lパ

に
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プ
ん
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7
3
1
の
手
に
よ
っ
て
一
居
有
力
忙
科
闘
争
的
に
武
装
せ
ら
れ
た
。
本
来
ド
イ
V
的
形
而
上
接
的
な
特
色
を
有
っ
た
歴
史
畢

択
と
な
ら
ぴ
そ
れ
の
影
響
を
「
面
に
は
受
け
訟
が
ら
、
西
欧
に
於
い
て
は
、
啓
蒙
思
想
を
直
接
に
継
承
し
た
コ
ン
ド
ル
セ
や
サ
ン
・
¥

シ
モ

u
d

の
思
想
的
停
統
の
上
に
築
か
れ
た
コ

y
ト
.
、
三
ル
の
枇
合
壌
の
中
で
は
、
そ
の
動
車
十
白
内
に
進
歩
思
)
想
は
強
搬
な
息
吹
き
を

つ
w
h

け
、
グ
l
ウ
イ

Y
O
進
化
論
の
出
現
は
、
そ
れ
に
劃
期
的
友
一
つ
り
論
擦
を
興
へ
、
新
L
い
粧
ひ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ

@

r

っ
た
o
i
F
イ
?
に
於
け
る
形
而
上
書
た
有
機
豊
島
し
て
、
西
欧
に
於
い
て
は
、

J

生

物

事

官

有

機

器

産

草

色

交

配

し

鵬

た
。
そ
れ
は
新
古
典
畢
}
慨
に
方
法
論
的
基
礎
を
提
供
し
、
ス
ベ
ン
宇

l
fる
そ
の
後
白
一
昨
曾
品
T
U
費
展
に
議
行
し
た
経
済
理
論
の
「
日

動
態
管
は
、
霊
長
け
る
「
均
衡
」
概
念

Iと
れ
は
寸
自
然
的
秩
序
」
か
十
九
世
粗
的
袋
町
で
あ
る
[
に
相
笠
て
、
寸
運
動
」
眠

た
h
し
「
褒
展
」
概
念
ー
ー
と
れ
は
「
自
然
的
進
歩
」
白
骨
じ
く
十
九
世
紀
的
表
現
で
あ
る
ー
ー
の
内
に
進
歩
思
想
の
名
残
り
・
を
と
ど
め
和
前

昭
誌
、

て
、
現
代
白
理
論
経
済
皐
の
方
法
論
的
根
擦
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
己
の
や
う
陀
極
〈
主
c
つ
ば
な
思
潮
白
書
室
の
ぺ
る
一
徳
一

で
よ
風

だ
け
で
も
、
経
如
何
墜
と
進
歩
主
義
的
歴
史
観
と
の
緊
密
左
内
的
関
係
が
略
ミ
想
像
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
、
一

-

F
理

理
由

b
た
く
し
が
ず
オ
ル
テ
ー
ル
の
同
時
代
者
で
あ
り
，
重
農
嵯
波
白
完
成
者
で
あ
る
と
と
も
に
ア
ン
シ
ャ

y
・
レ
ヂ
I
ム
の
最
後
の
の
歩

歩
語

思
想
家
で
あ
っ
た
三
ル
ゴ

ρ歴
真
相
蹴
の
阿
か
ら
、
司
令
の
白
一
二

2
z
z
o
E
B
を
、
ナ
友
は
ち
寸
進
歩
の
理
念
」
主
取
り
上
げ
て
、
輔
一
岡
田

貧
し
い
考
察
を
加
へ
た
白
は
、
穂
積
率
に
謝
し
て
最
も
深
き
方
法
論
的
根
擦
を
提
供
す
る
院
し
円
で
あ
る
歴
史
観
を
ば
E
D
科
事
の
誕
問
問

ゴ
ル

生
の
時
に
於
い
で
見
さ
だ
め
)
苫
う
し
て
経
済
思
想
の
そ
の
筏
の
歴
史
的
展
開
の
A

1

1
ベ
タ
テ
ィ

1
ず
を
と

ιへ
る
観
時
間
を
獲
得
立

し

た

い

と

至

高

官

で

あ

っ

た

J
2我
々
の
と
の
目
的
白

E巨
、
三
芸
量
重
論
と
「
進
歩
の
理
念
」
と
の
闘
将
ー

係
に
就
い
て
筆
宣
進
め
た
一
け
れ
ば
な
ら
な
い

6
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
此
企
圃
を
途
げ
る
ま
へ

K
J
彼
白
歴
史
観
O
う
ち
先
稀
に
於
捌
布

い
て
燭
れ
る
飴
裕
を
持
た
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
相
て
、
今
一
度
筆
を
執
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
と
場
へ
一
ら
れ
る
。
本
稿
に
於
い
て
見

z

テ

品

ル

町

四

一

歴

史

観
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テ
ユ
ル
ゴ
申
一
盛
卑
観

第
五
十
四
巻

第
六

韓'

F、
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六
七
六

指
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
先
稿
の
補
充
を
た
し
つ
つ
テ
ュ
ル
ゴ
白
一
歴
史
観
白
構
浩
を
全
膿
と
し
て
了
解
し
、
そ
れ
が
経
済
畢
の
構
遣
に

興
ぺ
て
ゐ
る
根
本
的
左
前
提
を
ば
展
望

ι、
旦
っ
そ
れ
K
加
へ
て
、
そ
白
展
望
を
党

L
か
め
昂
止
す
が
る
も
な
る
と
思
は
れ
る
一
つ

の
E
と
に
論
巴
及
以
己
左
で
あ
る
。

、

テ
ュ
ル
ゴ
の
枇
合
進
歩
。
理
論
を
取
扱
つ
花
時
、
わ
た
〈
し
は
一
環
境
を
ば
で
き
る
陵
0
時
間
的
環
境
に
限
定
L
土
う
と
し
た
。
砂
一

れ
-Eも
、
我
々
が
ヨ

1
ロ
ヅ
バ
的
枇
脅
類
型
と
東
洋
的
社
合
類
型
と
の
比
較
論
を
建
ベ
た
際

r、
関
家
の
大
い
さ
の
相
違
が
粧
品
明
濯
、
品
目
川

、

?

即

鋤

2

歩
白
有
無
…

t
決
定
す
・
る
一
つ
の
契
機
と
出

f
hれ
'
て
ゐ
る
J

と
云
ふ
と
と
を
知
昆
ね
ば

pm悲
か
っ
た
と
十

5
3つ
で
も
既
に
b
か

削

山

る
や
う
に
叫
テ
ユ
ル
ゴ
は
世
界
苦
影
響
を
及
ぼ
す
と
己
る
白
地
理
的
保
章
、
そ
の
影
響
を
蒙

2
0展
開
せ
ら
れ
来
っ
た
世
界
細
川

史
白
空
間
的
一
社
損
が
り
|
|
云
は
ぽ
世
界
史
が
行
ぜ
あ
れ
来
っ
た
地
土
句
排
蓋
ー
ー
に
つ
い
て
、
注
目
に
値
す
る
考
察
を
一
行
っ
て
ゐ
酌
…
)

、

，

題

百

る
白
で
あ
る
。
「
世
外
史
は
時
止
場
所
と
の
へ
互
い
立
測
定
す
る
地
理
墜
と
年
代
記
と
に
基
い
て
ゐ
る
」
毒
は
書
い
で
ゐ
与
と
訟

の
世
界
史
の
根
抵
と
き

Z
共
民
事
長
世
界
史
の
展
開
に
』
つ

τ生
成
す
る
世
界
史
的
昼
間
に
封
す
る
テ
ュ
ル
ゴ
の
童
話
、
彼
が
鰐

ソ
ル
ボ

y
Z
Z時
あ

3
2己
主
る
少
し
以
前
に
物

L
E請
せ
ら
れ
る
『
政
治
地
理
壊
に
閲

E
霊

の

ず

ラ

シ

』

ぜf
t
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t
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i
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0
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R
U
L
-
-
u
i長
号
FR。一四

t
s
z
f
z云
童
書
の
内
か
色
最
も
よ
く
汲
み
と
る
E
と
が
で
者
る
の
で
あ
る
n
そ
E
で

誌
h
b
F
 

わ
た
〈
ー
し
は
と
の
昼
間
的
現
境
に
闘
す
る
彼
D
思

想

を

そ

と

に

い

一

号

ね

怠

け

れ

ば

左

ち

た

い

。

'

紺

一

一

線
が
「
政
治
地
理
車
工
に
於
い
て
展
開
し
さ
っ
と
芝
て
ゐ
た
「
一
般
的
た
理
念
」
は
、
上
記
の
魔
害
か
ち
取
》
上
げ
る
と
、
安
D

ゃ
問

、
'nl'
法
も
D
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
も
と

Z
H彫
琢
を
経
た
表
現
が
興
べ
ち
れ
て
ゐ
た
い
け
れ

E
肖
乙

m新
し
い
問
中
間
の
構
想
ょ
に
立
ち
い
-
前
包

阿
つ
宰
布
告
テ
ユ
ル
ゴ
D
菅
山
の
あ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
侮
へ
る
と
と
が
、
か
へ
さ
し
後
身
堅
持
盤
で
は
注

P20

一

l

J
ャ
ー

~
A

、映



る，

，
い
か
と
思
ふ
0

0

f

至
。
自
然
地
理
と
、
地
点
上
の
諸
民
族
自
分
布
と
白
、

E踏
襲
四
分
布
告
闘
汚
歴
史
的
に
考
察

Z
E諸
民

族

品

分

宮

襲

。

要

の

形

成

、

時

閣

家

白

朝

合

に

つ

い

て

@

〈

以

下

時

〉

/

j

J

 

「
博
二
@
貿
易
自
均
衛
に
聞
L
て
、
さ
ま
t
d
窪
田
地
方
の
そ
れ
ぞ

W
Z首
帝
、
諾
地
方
が
生
産
す
6
2
霊
ざ
ま
な
商
品
h
?

と
の
事
様
性
か
ら
坐
重
科
る
趨

商
田
部
門
串
¥
商
品
叩
協
調
-
|
!
先
可
は
地
球
一
般
由
、
る
る
H
V

ほ
風
土
と
風
土
ー
の
、
民
族
主
民
族
之
町
、
地
方
主
地
方

kmu---Pに
闘
し
て
母
、

察

さ

れ

た

地

園

。

ゾ

ノ

一

ノ

f
I

J

U

「
事
=
一
。
地
上
、
海
上
、
和
よ
び
河
川
に
よ
る
交
調
。
葬
易
さ
白
犬
小
に
蹄
L
て
考
察
さ
れ
た
地
理
。
と
の
交
誼
由
、
経
腺
宇
岡
田
や
闘
一
家
目
個
々
但
利

苦

闘

家

雇

主

主

き

う

恐

怖

な

E
に
律
一
片
作
用
。
交
通
由
、
商
品
目
性
質
に
躍
ピ
て
梓
伎
と
重
量
主
主
告
差
が
あ
る
た
品
に
、
宮

t

k
離
島
が
あ

n、
情
格
町
一
差
異
が
あ
る
様
々
の
調
前
部
門
医
及
ぼ
す
正
と
る
の
影
響
に
つ
い
て
。

叶
静
岡
。
さ
全
ざ
ま
の
政
措
帯
、
諸
島
族
白
さ
重
F
ま
の
性
格
ゃ
、
彼
等
の
天
才
中
彼
等
の
募
集
晶
末
、
彼
等
但
勤
勉
な

E
に
ワ
い
で
考
察
せ
ら
れ
た
地
理
ρ

〆
そ
の
中
で
遺
徳
的
原
岡
に
属
す
る
も
白
を
分
か
っ
と
と
c

白
鶴
的
宿
閑
が
そ
れ
に
あ
づ
品
ロ
て
ゐ
る
か
ど
ヲ
・
炉
、
重
た

r
p中
う
に
し
で
か
と
一
百
ふ
と

i
f
i
t
J

↑
 

星
を
吟
味
す
る
と
ξ
。

「
帯
主
@
す
べ
て
ζ

れ
ら
の
梼
原
理
の
結
果
と
、
そ
品
目
、
霊
碑
由
利
盆
宇
世
界
町
四
暗
部
分
の
つ
た
が
M
M
A
中
略
}
t
E
へ
の
組
一
用
。
と
の
諸
原
理
由
判
政

h

b
、
主
都
目
位
置
や
州
白
直
分
申
政
治
構
力
白
各
省
へ
白
分
割
や
取
引
回
均
揖
や
、
(
申
略
)
海
港
・
道
路
・
集
合
貼
・
主
都
・
地
方
・
費
判
所
・
白
精
都
市
町

政
府
、
頁
に
は
岡
家
(
門
削
岩
E
ロ
E
E
m
)
両
政
府
の
建
設
な
芦
へ
の
適
朋
e
t
円
た
主
都
と
地
方
記
、
都
市
t
閏
告
と
、
地
方
&
そ
の
内
部
町
踏
都
市
と
四

つ

p合
引
~
の
誼
用
。
肱
椅
の
性
格
L
C
J

園

家

白

大

い

さ

と

の

闘

係

に

ワ

い

予

」

、

/

ノ

テ
品
ル
ゴ
が
「
政
治
地
理
製
」
と
云
ふ
接
関
白
中
で
展
開
し
よ
う
と
し
党
理
念
は
段
ぽ
か
ゃ
う
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
低
空
間
的
環

境

ι政
治
と
の
交
互
作
用
を
、
す
一
夜
は
ち
昼
間
的
環
境
白
人
聞
の
い
と
た
み
に
劃
す
る
限
定
と
後
者
の
前
者
に
針
す
る
逝
百
限
定
亙
を

様
々
の
側
一
向
に
於
い
て
探
ね
よ
ラ
と
す
奇
も
の
に
ほ
-
か
た
ち
た
い
。
地
理
的
環
境
決
定
論
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
っ
た
テ
a

ル
ゴ
が

/
自
ら
抱
懐
す
る
理
論
を
ば
そ
巴
で
展
開
す
る
意
圃
を
有
Q
て
ゐ
た
と
と
は
、
上
引
の
第
四
項
が
示
し
て
ゐ
る
6

き
ち

L
て
テ
品
ル
ム
ゴ

は
空
間
的
環
境
と
人
聞
の
い
と
左
み
が
先
づ
以
て
直
接
的
に
統
↓
せ
ら
れ
る
生
荷
部
門
を
、
結
摘
佳
品
加
に
見
た
め
で
あ
る
。

テ

干

ル

ゴ

白

歴

史

観

館

主

十

四

磐

一寸

も
マつ

大
七
屯

第
六

〆掛

j、

/ 

K→、、

円

〆

、

l

b

!

γ
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事
が
あ
る
。
ち
+
う
ど
根
か
ら
頂
吉
ま
で
リ
一
本
の
樹
を
形
づ
く
っ
て
ゐ
る
織
維
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
や
う
忙
。
そ
れ
ち
の
織
維
は
絶

7

/
え

Z
の
中
で
獲
化
す
る
ロ
古
う
し
て
或
る
高
さ
の
各
一
騎
は
、
も
し
そ
E
に
裁
断
商

(EEris-m)を
?
Z宍
雪

山

富

が

zfa多
様
た
断
片
の
系
列
に
ほ
か
た
ら
ぬ
雪
に
、
そ
の
高
亘
書
主
主
ず
で
あ
ら
う

J
よ
世
界
史
と
一
宮
叩
[

ふ
弘
臥
が
あ
る
O

J

各
瞬
間
は
あ
る
姿
の
政
治
地
理
を
有
っ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
と
の
名
前
は
様
A

左
系
列
白
出
来
事
由
流
れ
が
必
然

C
品

心的剖

テ
ユ
ル
ゴ
由
歴
史
翻

第
五
十
四
巻

'" 四

第
六
競

六
七
八

と
一
般
的
左
匝
分
を
じ
て
、
地
理
と
政
治
と
の
閥
係
を
ば
二
う
の
周
目
の
下
に
理
解
す
る
と
と
が
で
曹
る
。
そ
れ
は
生
産
物
の
多
様

性
と
交
通
の
容
易
ざ
と
で
あ
る
」
と
彼
は
つ
づ
い

τ書
い
尤
ぬ
る
。
す
涯
は
ち
政
治
地
理
コ
U
根
抵
を
な
す
も
の
は
経
済
地
理
で
あ
る

と
考
円
ち
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
直

f
あ
と
で
、
突
の
や
う
な
底
分
も
で
曹
る
、
と
テ
品
ル
ゴ
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
政
治
地
理
に
閲
す
る
凡
て
白
事
柄
を

ひ
と
は
二
つ
の
匝
分
の
下
に
整
理
す
る
己
と
が
で
き
る
、
す
な
は
ち
理
論
地
理
墜
と
歴
史
地
迎
撃
。
止
と
の
匝
分
は
政
治
地
理
と
世
界

史
忌
の
密
接
友
る
関
係
に
よ
っ
て
生
や
る
も
白
で
あ
る
。
一
般
に
地
理
は
歴
史
と
必
然
的
注
調
係
を
有
つ
。
何
故
た
ら
、
「
土
地
は

凡
七
人
間
む
行
動
白
舞
壷
で
あ
か
ι
か
ら
で
あ
る
。
地
理
穫
は
常
に
「
現
在
。
景
観
」

RWEt-EaztE)で
あ
る
か
そ
時
と
と

も
に
「
絶
え
宇
費
動
す
る
。
」

2
0う
し
て
、
凡
て
過
去
の
も
の
ほ
か
つ
て
は
現
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
去
D
物
語
で
あ
る

ー

，

バ

/

と
己
る
の
歴
史
は
、
各
腕
問
問
毎
に
つ
〈
b
れ
た
世
界
ー
史
の
か
与
る
景
観
の
系
列
で
あ
る
の
で
怠
け
れ
ば
な
ち
弘
」
か
〈
政
治
地
現
在

、
歴
史
と
関
聯
せ

L
め
て
論
守
る
製
科
が
「
歴
史
地
理
由
学
」
注
の
で
あ
る
。
若

L
我
々
が
と
り
畢
科
の
存
在
の
意
義
を
承
認
す
る
と
す
れ

ば
、
我
々
は
彼
の
吹
の
結
論
に
同
意
し
た

fτ
は
な
ら
た
W
だ
ら

1
つ
政
治
地
理
は
、
敢
門
て
云
へ
ば
、
歴
史
白
断
咽
闘

{FEι
胃

骨
百
窃
E
Z
)
で
あ
る
。
、
世
界
白
断
固
聞
に
か
誌
は
る
各
地
方
の
歴
史
を
形
づ
く
る
と
と
る
の
、
、
そ
の
断
面
闘
の
様
々
白
系
列
の
出
来

的
民
終
る
と
己
ろ
白
現
花
む
摘
寝
に
は
特
に
ふ
さ
は
し
い
。
わ
た
〈
し
に
は
、
と
の
問
題
に
関
職
し
て
、
政
治
地
理
と
云
品
名
稽
が

¥
 

之

町

ベ

)

司

、官、

ザポ



， 
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/ 
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世
界
史
の
一
つ
の
仮
装
(
仏
昔
日
目
。
E
)で
あ
る
ー
と
云
ぶ
と
と
も
わ
か
る
の
で
あ
る
J

歴
史
地
城
島
干
の
主
要
命
題
と
た
る
と
の
結
論
に
つ
い
で
注
意
7
1へ
昔
事
柄
は
一
一
つ
あ
る
で
あ
ち
う
。
そ
の
一
つ
は
、
世
界
史
が
一

本
の
樹
に
注
目
ぞ
ら
へ
ら
れ
て
ゐ
ザ
?
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
世
界
史
}
あ
る
生
物
に
あ
る
ひ
は
]
八
問
。
身
鴨
陀
比
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
と

と
は
決
し
て
珍
し
い

E
主
で
怯
た
ぱ
。
同
町
れ
E
も
E
の
T
ナ
ロ
ギ
ー
か
ち
生
宇
る
一
つ
の
闘
結
除
、
世
界
史
の
進
歩
の
足
跡
が
地
球

上
住
杢
間
制
に
相
並
ん
で
見
ゐ
れ
る
と
安
ム
E
と
で
あ
る
ロ
そ
れ
怯
ち
ゃ
う
E
椀
物
が
務
芽
七
、
校
を
張
り
棄
を
繁
ら
せ
、
美
し
い

花
を
つ
叫
り
よ
う
と
、
根
は
根
と
し
て
、
枝
葉
は
枝
葉
v
と
し
て
、
花
ほ
花
と
し
て
、
同
時
に
存
在
す
る
や
う
友
も
の
で
あ
る
。
先
に
祉

曾
遊
歩
の
理
論
の
分
析
に
た
づ
さ
ほ
っ
た
時
花
、
狩
機
民
族
・
遊
牧
民
族
・
農
耕
民
族
と
云
ム
風
に
進
歩
し
た
人
類
が
、
日
進
歩
に
つ
れ

て
以
前
の
欣
態
に
留
ま
る
と
と
を
止
め
て
し
ま
ム
由
、
で
ほ
左
〈
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
、
ベ
ル
ー
に
於
い
て
、
未
開
友
或
一
欣
態
の
ま

ま
で
、
一
居
進
歩
じ
た
欣
態
と
た
ら
ん
で
存
布
ず
る
正
云
ム
E
と
に
縄
れ
た
け
れ
E
、
そ
の
E
と
は
す
た
は
ち
E

D
時
間
的
た
進
歩

が
是
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
ば
地
球
上
に
刻
印
し
存
績
せ
し
め
て
お
〈
と
云
ふ
歴
史
と
生
物
と
の
と
の
7
ナ
ロ
ギ
ー
か
ら
生
や
お
も
一

の
も
た
の
で
あ
号
。
ま
た
類
型
的
に
考
へ
ら
れ
た
東
亜
枇
舎
・
土
耳
古
枇
舎
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
粧
台
D
比
較
も
亦
、
進
歩
白
一
献
如
態
を
一
示
す

枇
合
類
型
と
自
然
的
進
歩
を
順
調
に
途
げ
た
粧
台
類
型
と
の
同
時
存
在
D
現
論
に
よ
っ
ィ
可
能
と
た
る
白
で
た
け
れ
ば
た
ち
た
い
。

第
一
反
注
意
せ
ら

ιベ
き
事
柄
は
、
世
界
史
の
一
進
行
が
そ
れ
ぞ
れ
四
時
期
の
「
横
断
固
」
と

L
て
の
「
政
治
地
理
」
を
有
っ
と
す
る
季

b

j

ぽ
、
世
界
史
は
時
間
的
系
列
と
と
も
に
ι

昼
間
的
系
列
を
有
っ
と
と
比
た
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
あ
る
時
代
目
「
横
断
面
」
が
世
界
史
日

白
足
跡
と
考
へ
ら
れ
る
だ
ち
ば
、
そ
れ
は
そ
の
時
代
の
世
界
奥
の
展
開
白
昼
間
的
地
平
げ
で
た
け
れ
ば
た
ち
泊
。
さ
号
し
て
と
白
空
間
一
叩

的
地
平
が
、
テ
a

M
ゴ
に
止
っ
て
「
政
治
的
世
界
闘
」
否
問
害
事
。
君
主
。

τrr旦
と
名
づ
け
ち
れ
た
も
白
友
白
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
世

d

界
史
の
自
然
的
進
歩
に
あ
ひ
熔
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
白
時
代
の
最
も
進
歩
的
た
枇
舎
を
焦
輸
と
む
て
柑
か
れ
る
世
界
買
の
舞
蓋
?
ょ
の

テ

ユ

ル

吉

田

麿

県

鹿

凡

五

山

ノ

第
五
十
四
巻

第
犬
蹴

ヂず

七
ブb

‘ 

.，iti
 

、ヘ
r
l

「
l
I
L
I
-
-

ぜ も

っ3

J、

/ 
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J
4
]
-

~
1
l
l
q
j
t
 

日々
1
3
U
6

3
1
i
j
i
、

• 

一
ア
ユ
ル

f

D
臆
里
親

J

穴
凡
v
O

凡
大

ス
ポ
ッ
ト
1
6

ラ
イ

IF
の
映
弱
商
で
あ
る
。
さ

3
Lて
と
の
結
か
色
者
へ
る
た
ら
ば
、
世
界
奥
除
同
時

K
「
政
治
的
世
界
間
」
と
云
ム
己

D
映
潟
両
り
費
展
系
列
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
と
と
に
た
る
で
あ
ら
う
。
テ
ュ
ル
ゴ
は
世
界
奥
の
観
客

D
前
に
展
開
せ
ら
れ
る
己
白

ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
の
映
属
国
の
強
展
系
列
を
、
前
記
の
亮
書
の
内
に
、
未
完
成
訟
が
ら
、
粗
描
風
に
書
昔
つ
け
て
治
い
た
。
い
ま

そ
の
要
離
を
突
に
示
さ
う
と
思
品
。

第
六
競

第
五
十
四
巻

第

Z
4曲
啓
治
的
世
事
圃
。
と
と
で
一
は
地
球
上
自
人
種
由
分
布
、
生
語
方
法
|
|
狩
機
'
一
一
遊
牧
タ
塵
耕

1
1白
費
化
、
と
そ
自
由
盟
展
監
妨
げ
た
原
因
、
民
族

性
}
そ
の
他
の
成
立
な
ど
が
諭
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る

e

l

'

~

一

第
=
攻
政
治
闘
世
界
晒

@ι
乙
ぜ
は
『
政
治
的
世
曾
」

E
形
成
す
る
も
白

k
し
で
白
人
間
師
事
察
せ

b
か
る
。
自
然
が
諸
民
族
に
典
へ
た
主
要
な
制
限

主
そ
白
制
約
白
下

W
行
枯
れ
そ
れ
を
打
開
す
る
と
む
る
回
交
通
手
段
が
前
ぜ
ら
恥
、
そ
れ
よ
P
褒
生
す
石
越
歩
D

不
平
等
、
従
円

J

で
野
拙
盟
主
党
明
主
白

様
玉
た
昌

a
↓
ア
ン
ス
が
確
詔
せ
ら
れ
る
・
と
と
も
に
、
紅
廠
に
よ
る
囲
家
由
形
成
田
推
移
が
見
厨
け
ら
れ
あ
e

す
な
は
ち
l
ζ

乙
在
宅
は
世
界
史
の
序
奏
部

分
J

て
る
っ
て
、
企
界
且
-
主
演

f
る
舞
踊
家
は
揖
白
段
階
か
ら
韓
基
陪
現
れ
で

t
る

@

〆

第
三
攻
一
政
治
的
世
界
園
。
世
界
史
白

J
-

ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
白
一
最
初
白
映
鏡
面
は
、
テ
暑
い
ゆ
ゴ
に
於
い
で
は
、
決
し
て
一
世
で
は
な
い
。

Z

ヂ
ア
ト
・

高
地
ア
ジ
ア
・
支
那
・
3

忌
-
一
キ
ア
・
初
期
目
ギ
P

Vヤ
k
脅
か
れ
て
ゐ
る
宇
う
に
ヲ
一
ぞ
れ
は
王
つ
白
ス
ポ
ツ
長
-
a
d

イ
ト
白
ダ
ワ

ι出
す
世
界
奥
由
貴
樹

で
あ
る
mw

そ
ζ

で
ほ
ζ

れ
ら
白
岡
家
四
向
に
行
は
れ
た
交
誼
や
植
民
地
と
町
内
腿
緯
や
討
論
ぜ
ら
れ
、
東
措
げ
に
現
れ
た
知
識
に
よ
り
で
、
し
か

L
東
洋
に

於
け
る
事
制
政
治
に
よ
ワ
て
き
づ
目
Y
げ
ら
れ
干
し
で
、
獲
得
品
や
ら
れ
た
文
明
を
持
っ
と
こ
る
由
、
多
〈
白
勢
力
抽
仲
す
る
商
家
群
制
一
展
開
せ
ら
れ
る
c
う

す
止
は
ち
己
目
世
界
匝
は
、
多
〈
白
都
市
岡
寵
陀
分
た
恥
ざ
る
ー
を
え
な
か
っ
た
ギ
M
P

シ
ヤ
白
聾
で
結
ほ
れ
品
目
、
セ
白
る
・
、

第
四
攻
耽
治
問
世
界
園
。
ア
レ
ク
ザ
ン

F
ル
白
征
服
主
そ
白
後
四
ギ
9
u
v
?山
田
岡
家
、
ヂ
シ
ギ
ス
汗
の
し
征
服
に
伴
ふ
支
那
人
と
は

1

ロ
ツ
パ
人
と
白

最
割
目
接
鯛
一
お
よ
び
ロ
!
?
人
主

l

間
接
樹
が
V

E
と
で
見
y
b
る
べ
‘
き
で
あ
る
。

鯵
亘
棋
院
治
闘
世
界
画
。
そ
も
白
後
骨
干
W
J
ν

ヤ
田
政
情
が

b
、
官

1
マ
寸
A

白
普
遍
的
な
支
配
を
極
て
ブ
ァ
ゥ

r
z
f
q
ス
白
山
時
代
主

T4Z白
山
世
界

園
。
範
闘
に
周
L
て
ゐ
る
。

t

J

d

t

、

.

3

第
六
域
政
治
的
世
界
圃
。
此
世
界
岡
は
ロ

B

マ
帝
国
自
下
に
於
け
る
世
界
田
駅
麗
を
包
括
ナ
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
白
政
一
油
田
本
質
的
な
棋
陪
キ
そ
れ
白

矯
E
手
段
討
論
評
せ

ιれ
、
大
圏
在
維
持
す
る
す
困
難
と
そ
の
方
法
と
が
一
般
的
に
考
察
せ
ら
れ
、
来
い
で
冒

l

守
帝
園
白
衰
亡
由
島
と
が
、
こ
己
で
繭

ザ
邑
三
吋
曹
官
一
島
を

4
重
た
世
界
宗
教
百
要
素
前
世
論
地
圃
白
中
に
は
い
ヲ
て
捺
奇
白
は
ヨ
シ
ス
タ
ン
テ
イ
ン
帝
か
晶
白
己
主
に
周
ず
る
、

ιと
と
で

〆

F

よ子↑寸Y
 

t

、

.

一

、

A 



誼べ
a

ら
れ
、
宗
敬
的
寛
容
。
島
市
置
が
主
張
せ
ら
れ
も
す
る
。
苫
う
し
て
最
後
に
、
グ
ラ
シ
ス
王
園
封
、
宮
l
w
ア
パ
白
地
砦
と
な
ワ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
賭

園
家
白
建
設
に
貢
献
し
た
事
情
が
た
L
か
品
ら
る
4

き
で
島
っ
た
@

第
七
事
政
措
閉
世
界
園
。
2

2

4

テ
イ
=
ア
ヌ
ス
帝
品
統
治
直
前
川
白
ヨ
l
f
ロ
ツ
パ
由
股
蔵
品
ら
、

F
U
N
マ
ン
民
旋
回
一
朝
興
、
彼
待
目
征
服
と
東
語
人
D

侵
入
と
白
差
異
な
ぞ
が
と
回
世
界
岡
白
主
要
題
固
に
属
し
て
ゐ
L

J

I

¥

i

ノ

テ
a

ル
ゴ
の
粗
描
は
以
上
白
七
つ
の
政
治
的
世
界
闘
で
終
っ
て
ゐ
る
。
E
D
世
界
奥
田
横
断
面
の
系
外
を
見
る
と
昔
、
以
下
の
事

柄
が
注
意
せ
ら
る
ベ
書
官
あ
る
。
第
一
医
、
己
の
系
列
は
、
裏
返
べ
さ
れ
る
た
ら
、
一
直
ち
に
世
界
史
の
い
時
代
画
分
の
系
列
で
あ
る
。

歴
史
に
於
け
る
時
間
と
塞
聞
と
の
離
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
宜
、
ひ
と
は
確
認
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
釣
二
に
、
テ
号
ル
ゴ
の
政
活
的
世
、

J

界
闘
の
構
想
が
世
界
史
の
金
値
を
通
じ
て
遂
行
さ
礼
た
と
し
た
ら
、
そ
の
最
後
の
裁
断
固
は
、
島
そ
ら
く
、
山
ヰ
王
朝
の
フ
ラ
ン
ス
ー

を
焦
鮪
と
し
、
そ
の
周
港
に
均
衡
を
保
ち
つ
L
並
存
す
る
諸
列
強
か
ら
成
る
ヨ

I
ロ
ッ
バ
的
「
政
治
的
世
界
聞
」
と
た
ゆ
た
で
が
お
う

と
と
を
、
ひ
と
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ヱ
号
。
さ
う
じ
て
モ
れ
は
ア
討
シ
ア
ン
・
レ
デ
E

ム
の
支
持
者
と

L
て
の
営
陣
耐
の
依
に
於

い
せ
、
営
然
の
と
と
で
あ
っ
た
で
も
あ
ら
う
J
す
な
は
ち
、
/
そ
れ
は
勝
蒙
期
の
ヨ

I
出
マ
バ
が
映
し
山
内
さ
れ
る
文
字
通

E
の
R
-
2
3

(
地
主
主
は
暦
歯
車
)
た
O
で
あ
る
。

E
白
事
は
、
テ
斗
ル
ゴ
の
進
歩
の
理
念
を
究
め
え
た
我
々
に
と
っ
て
、
自
明
の
と
と
が
ち
で
た
け
れ
l
、

ば
な
ら
ね
?
第
一
一
一
に

7
テ
品
ル
ゴ
白

E
O構
想
ほ
、
現
極
歴
史
を
畢
び
政
治
を
論
4
y
る
者
に
と
づ
て
、
極
め

τ重
要
た
る
毅
へ
を
重

れ
て
ゐ
る
と
一
宮
ふ
と
と
で
あ
る
。
た
じ
か
に
僚
の
理
論
は
時
代
的
制
限
を
有
っ
て
宿
る
?
彼
は
、
先
稿
に
燭
れ
て
お
い
た
ゃ
う
陀
1y

大
賞
見
の
世
界
史
的
意
義
に
、
つ
い
て
、
吹
の
や
う
に
遁
べ
た
。
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
は
東
洋
に
於
い
て
、
札
ス
メ

4
7
人
は
西
洋
に
於

い
て
、
新
し
い
世
界
を
議
見

L
た
。
世
界
は
遂
に
知
ら
れ
た
D
で
あ
る
。

(
F
d
E再
B
J
E
g
F
S
E
E
-
)」
と
。
た
る
ほ

E
荷
然
地
理

的
に
は
、
モ
む
時
「
世
嗣
仲
は
遂
に
知
ら
れ
た
」
と
云
払
う
る
で
も
あ
ら
う
6

砂
れ
E
、
そ
の
世
田
仲
は
呆
た
正
し
て
、
、
政
治
地
理
的
一
に
し
た

が
っ
て
歴
史
的
民
、
震
に
世
界
で

b
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
で
吉
る
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祉
舎
の
笠
宮
号
を
地
球
の

4
V
1
f

、

' 

テ
ユ
ル
ゴ
百
麗
真
由
眠

第
六
競

F、
七

第
五
十
四
巻

六
月、

cit.， op. pp.男58-274・7) 



~ 

テ
畠
ル
4
4

白
歴
出
品
翻

策
正
十
回
魯

六
八
」
』

第
六
擁

F、
F、

舞
華
で
き
b
出
た
せ
る
た
め
の
薄
明
や
暗
黒
を
ぽ
、
東
洋
一
閃
舎
や
士
耳
古
粧
品
閏
キ
ア
メ
リ
カ
の
費
地
に
振
り
営

τる
と
と
に
よ
っ
て

成
立
し
た
世
界
犬
の
政
治
的
世
界
聞
で
あ
昌
に
す
ぎ
左
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
世
界
の
偶
々
去
で
も
が
先
に
映
え
た
貨
の
世
界
闘
で
あ

る
と
は
云
ふ
と
と
が
で
昔
左
い
は
・
?
で
あ
る
。
併
し
訟
が
ら
E

C
時
代
的
円
制
限
が
る
る
臨
も
拘
ら
で
テ
晶
ル
ゴ
由
意
聞
は
、
そ
の

制
限
を
越
え
て
現
代
的
意
義
を
有
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
何
故
左
ち
、
良
貨
危
る
意
味
で
「
世
界
が
途
に
知
ち
れ
た
」
と
云
は
れ
う
る

の
は
彼
一
の
構
想
し
た
時
上
り
約
二
百
年
の
歴
史
を
経
過
し
た
現
代
に
於
い
て

E
そ
、
で
あ
る
の
?
た
け
れ
ば
友
ち
左
い
だ
ち
ろ
か
ち
。

現
代
の
世
界
と
そ
、
地
球
の
あ
ち
ゆ
る
部
分
が
世
界
喰
晶
君
。
柑
塙
の
中
で
て
光
に
映
え
て
政
治
的
世
界
岡
を
形
成
じ
っ
h
あ
る
と
一
冨

ふ
と
と
が
で
昔
る
。
そ
と
で
は
世
界
史
の
舞
憂
に
投
ぜ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
は
テ
ュ
ル
ゴ
の
時
代
田
や
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

t

j

i

d

h

 

の
そ
れ
だ
け
♂
で
は
た
い
ロ
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
ほ
複
数
で
あ
る
ロ
ロ

bd-f
白
光
や
東
亜
の
光
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
ポ
キ
ア
メ
リ
カ
の
光
ピ

加
は
り
つ
へ
多
彩
た
色
ど
ザ
を
以
っ
て
杢
世
界
を
戦
揚

νし
て
覆
び
つ
L
晶
画
る
。
そ
の
中
が
ら
最
も
具
臆
的
な
政
治
的
世
界
像
を
岡
山

掲
げ
う
る
者
の
み
が
動
飢
の
世
界
一
を
新
し
い
W

「
政
治
的
世
界
圃
」
白
号
ゅ
う
に
安
定
せ
じ
め
ろ
る
の
で
あ
る
リ
之
は
現
代
に
生
堂
る
入
の
時

賃
践
的
課
題

Z
R主

主
い
。
と
の
や
号
室
語
於
い
て
、
三
ル
ゴ
の
構
想
は
現
代
生
か

3
2で
あ
る
白
で
あ
る
。
馳

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
ま
た
、
過
去
の
「
宮
的
世
界
周
」
に
こ
で
も
、
彼
の
閥
野
を
更
に
損
夫
し
て
、

3
;・
3
ト
を
ヨ
山

ー
ロ
1
.
A

の
そ
れ
K
限
る
と
と
た
ぐ
し
て
、
世
界
史
を
彩
る
多
〈
の
光
源
を
見
逃
4
d
k
h
w
だ
け
白
用
意
を
以
て
、
改
め
て
考
へ
芭
さ
醐

れ
ね
ば
友
ち
た
い
で
あ
ら
う
。
冬
れ
は
と
む
が
〈
ポ
〈
考
へ
れ
ば
よ
三
ル
ゴ
の
政
治
地
理
事
の
歴
史
と
の
、
従
っ
て
奮
と
の
脚

欄
係
に
9
A
で
、
伎
の
時
代
的
制
限
を
一
越
え
た
賛
義
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
左
ぐ
さ

Z
で
あ
る
。
従
来
の
歴
史
r
管
理
が
空
間
の
意
義
制

を
ば
忘
却
し
勝
ち
で
あ
る
と
云
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
テ
ュ
ル
ゴ
の
政
治
地
理
事
、
白
卓
見
ぞ
再
認
識
す
る
必
要
に
我
々
は
、
理
論
的
に
酉め

も
寅
践
的
に
も
、

f
J

漣
ち
れ
て
ゐ
る
と
云
は
た
〈
唱
て
は
政
ら
-
泣
い
。

J 



r 

， 

d 

さ
て
テ
a

ル
ぎ
f
D
歴
史
観
か
ら
進
歩
白
理
念
以
外
に
残
さ
れ
て
ゐ
た
重
要
怒
る
理
論
を
取
担
上
げ
て
考
察
を
途
げ
た
我
々
は
、
彼

の
歴
史
観
金
閣
に
亙
っ
て
見
ら
れ
る
特
色
を
ぽ
少
し
〈
論
ヒ
ょ
う
と
恩
ふ
。
¥

年
若
宮
テ
且
ル
ゴ
の
歴
史
持
事
に
つ
い
て
の
書
昔
物
は
、
彼
自
歴
史
帽
慨
を
暢
系
的
陀
示
し
て
ゐ
る
白
で
は
左
h
a

け
れ
E
も
我
J
t

ば
『
政
治
地
理
畢
に
開
す
著
遁
の
プ
ラ
V
』
の
序
論
白
末
尾
忙
於
い
て
、
彼
の
政
治
地
理
壌
の
檀
系
の
骨
組
み
を
韻
み
取
る
E
と
が
で

4

き
る
J

モ
己
に
は
突
の
や
う
に
害
か
れ
て
ゐ
る
。
「
政
治
地
理
撃
と
一
宮
ム
ゃ
う
た
題
目
の
下
に
問
題
を
整
到
し
で
次
や
や
う
に
す
る

方
が
よ
〈
は
泣
い
だ

ιう
か
。
第
一
。
合
理
的
世
界
史
(
a
z
v
z
E
5
5
5
2
F
E
E自
主
第
二
。
そ
の
結
果
で
あ
ち
う
と
と
る
の

r

昨
拾
い
附
一
昨
。
第
三
。
私
が
政
治
地
理
の
理
論
と
潤
す
る
も
の
を
含
む
で
あ
ち
う
と
ご
ろ
の
骨
骨
四
一
幹
(
自

E尽
ト
~
聞

0
2
5
2三
山

我
々
が
と
と
で
取
り
上
げ
よ
う
司
と
す
る
白
は
己
の
政
治
刻
現
撃
の
躍
系
の
問
題
で
は
在
〈
、
そ
の
一
初
め
に
置
か
れ
て
ゐ
る
世
界
史
陀

E
昌

Eho-と
云
ふ
形
容
詞
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
黙
に
闘
し
て
ゐ
る
。
自
由
芭
自
司
さ
れ
た
歴
史
と
は
い
か
た
る
意
味
を
持
つ

も

白

た

白

で

あ

ら

ろ

か

。

、

歴
史
哲
撃
に
闘
す
る
一
般
的
法
理
解
を
有
っ
て
ゐ
る
人
が
直
ち
陀
聯
想
し
号
る
や
う
に
、
「
合
理
的
歴
史
」
と
ほ
、
後
K
F
4
wノ風

に
徹
底
せ
ら
れ
て
ヲ
イ

E

ヒ
テ
に
土
っ
て
主
張
せ
ら
れ
だ
と
と
ろ
の
「
先
天
的
去
る
歴
史
L
耳
目
盟
n
F
Z
R
凶

T
Zロ
}
に
直
接
忙
惑
が
る
志
の

で
る
る
と
と
を
意
味
し
て
ゐ
hv
。
そ
れ
は
個
別
的
友
歴
史
的
事
寅
そ
の
も
の
に
深

f
沈
静
し
て
そ
の
中
か
ら
歴
史
的
生
命
み
づ
か
ち

の
論
理
と
し
℃
寅
を
結
ぶ
ゃ
う
在
歴
史
心
理
論
で
あ
る
の
で
は
左
〈
、
歴
史
的
認
識
の
主
観
が
合
思
的
に
思
惟
す
る
場
合
降
、
-
か
く

あ
っ
た
は
宇
で
あ
る
と
推
論
せ
ら
れ
る
と
己
ろ
の
歴
史
的
褒
展
の
経
設
で
あ
る
。
町
さ

h7L
て
そ
れ
を
貫
い
て
時
代
を
結
ぶ
も
の
は
、

同
じ
と
自
然
的
理
性
の
莞
醒
に
伴
っ
て
漸
吹
に
展
開
さ
れ
る
は
十
で
あ
る
寸
自
然
的
進
歩
」
の
↓
線
で
あ
る
バ
云
ひ
か
へ
れ
ば
己
百
世

内
凡
三

T
a
ル
ゴ
回
一
歴
史
翻

第
在
十
四
轡

第
六
競

11. 

ブh

，/ 

。Tiugot，cit・op.p. 258.' 
2) 高坂E願教授「歴史哲畢J(岩盤講庫「倫理串」第六珊)p. 29以下参冊。
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ヘ、



4 

.-.，"' 

門

戸

1

1

{

第
一
、

E
-
5
5に
さ
れ
た
一
歴
史
の
合
理
性
が
生
起
白
流
れ
を
裁
い
て
行
〈
と
云
ム
形
で
雨
者
が
結
び
つ
泊
り
ら
れ
る
0

7
イ
ヒ
テ

¥
が
「
先
天
的
恒
兎
」
陀
闘
し
て
・
哲
事
者
が
歴
史
を
利
用
す
る
の
依
も
と
よ
り
た
だ
麗
奥
が
彼
の
目
的
忠
霊
つ
限
り
に
於
い
て
で
一
色

、
っ
て
、
そ
れ
に
役
立
た
ぬ
他
の
す
べ
て
の
も
の
を
無
腕
す
る
の
で
あ
る
、
と
云
っ
た
と
同
じ
己
と
が
、
乙
と
に
見
ら
れ
る
で
あ
ら
号
。

¥
 

テ

品

ル

芦

田

贋

史

観

第

五

十

四

巻

六

凡

岡

九

C

界
史
は
人
間
D
理
性
の
且
耳
醒
左
手
行
し
セ
生
起
す
べ
し
と
思
惟
さ
れ
る
歴
史
O
流
れ
を
辿
る
こ
と
に
よ
守
で
生
宇
る
も
の
訟
の
で
あ

る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
己
陀
二
つ
の
閣
題
が
生
や
る
で
2

あ
ら
う
。
そ
D

一
つ
は
電
世
田
押
奥
白
そ
の
認
識
主
観
が
理
性
一
や
歴
史
の
自

然
的
進
歩
に
つ
い
て
語
る
と
昔
、
そ
れ
自
ら
は
い
か
な
る
歴
史
的
訟
境
位
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ρ

と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
そ

れ
に
謝
し
て
は
、
そ
の
認
識
主
観
が
生
き
た
現
花
に
立
っ
て
ゐ
る
、
と
答
へ
る
よ
り
他
比
友
い
は
十
で
あ
る
。
す
な
は
ち
認
識
干
説

が
一
周
固
か
れ

τゐ
る
時
代
の
理
性
の
段
階
や
進
歩
的
救
態
が
基
準
と
怒
っ
て
、
モ
己
主
で
到
達
し
て
来
た
一
世
界
史
の
経
過
が
た
ぐ
り
寄

せ
ら
れ
る
、
と
亘
る
院
、
己
の

E
5
5印
さ
れ
た
歴
史
の
本
震
が
あ
る
白
で
あ
る
。

F
イ
P
の
歴
史
家
、
シ

A

ピ
ッ

E
ヲ
ー
が
云
つ

/
j

T云
は
れ
る
や
う
に
、
雇
奥
と
は
望
の
成
立
民
闘
す
る
科
事
で
あ
る
己
E
白

2を
テ
ユ
ル
ゴ
の
甥
合
に
つ
い
て
云
ふ
た
ら

ば
、
勝
由
訴
の
先
に
輝
曹
、
理
性
が
最
高
度
に
ま
で
研
ぎ
ず
ま
さ
れ
て
‘
自
然
は
も
と
ー
よ
り
人
事
高
放
が
隈
危
〈
そ
の
利
器
f
k
ょ
っ
℃

フ
J

、

、

認
識
せ
ら
れ
る
色
考
へ
ら
れ
た
ル
ヰ
十
五
世
治
下
。
フ
ラ
uu

え
と
、
常
時
の
列
強
白
勢
力
均
衡
の
放
態
に
あ
つ
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
が

医
民
認
識
白
基
準
と
な
っ

τゐ
て
、
そ
れ

ιま
で
到
達
さ
れ
る
世
界
奥
D
経
静
が
局
総
的
進
歩
の
一
線
に
貫
か
れ
た
も
の
と
じ
て
、

光
一
マ
カ
寄
せ
-
ら
れ
よ
う
と
し
究
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
於
h

て
、
己
由
一
歴
史
観
白
中
に
は
、

E
Sロ
ヨ
:
せ
れ
た
歴
「
史
の
過
程
圭
寅

M

際
の
官
通
の
流
れ
い
「
が
樹
立
し
て
ゐ
る
と
云
ム
?
と
が
で
き
る
。
併
し
た
が
ら
己
記
割
立
の
ま
ま
で
は
歴
奥
と
は
た
ち
た
い
。
従
つ
昨

て
E
の
雨
雲
結

5
2
2
2試

み
が
、
己
の
歴
史
観
の

2
、
生
じ
で

E
容
れ
は
た
ら
た
く
た
る
。
し
か

ι己
の
試
れ

み
は

i

い
か
に
し
て
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
か
。

l
r
欄一前

t

輯
l

源一高

'
俸
六
続

i

J

も

/

イ、

， " 

、
土





， > 

可

， 

テ
町
ル
ゴ
白
隠
且
翻

/ 

六
八
J
R

第
六
披

ブL

、J十

へ

第
五
十
回
答

合
理
主
義
的
精
紳
が
憲
詮
主
義
的
精
神
を
覆
う
て
ゐ
る
E
の
歴
史
観
に
於
い
て
は
、
吹
の
事
態
が
生
じ
て
来
る
で
あ
ち
う
。
之
が

4n
 

、
第
二
に
取
り
上
げ
ち
る
ぺ
昔
問
題
で
あ
る
。
歴
史
事
貨
の
貫
禄
性
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
は
云
へ
、
そ
れ
は
個
別
的
た
事
買
を
そ
れ
の

h

個
性
に
於
い
て
認
識
ず
る
合
で
に
ほ
至
ち
左
い
の
で
あ
る
。
合
理
主
義
的
精
神
仕
事
貨
の
或
程
度
の
貨
誰
性
を
認
識
す
れ
ぽ
、
そ
れ
刊

で
以
て
補
足
し
で
、

E
E自
由
の
針
象
と
L
で
取
り
上
げ
て
了
ふ
。
か
く
し
て
と
E
K
歴
史
事
貨
は
そ
の
個
別
性
に
於
い
て
で
去
〈
阻-

U
 

類
型
性
に
於
い
で
歴
史
絞
惑
に
参
興
す
る
。
テ
ュ
ル
ヨ
由
一
揚
合
で
云
へ
ば
苅
進
歩
を
質
す
主
瞳
的
傑
件
位
、
そ
の
個
性
に
於
M
U
Z

デ
丘

丸
一
ル
ト
キ
-
二

1
ト
ン
で
は
抵
〈
、
凡
人
や
単
怠
る
「
褒
明
の
才
幹
」
と
匝
別
せ
ち
れ
る
に
と
E
ま
る
「
天
才
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
展

客
緯
的
保
件
も
、
ョ
1
ロ
ツ
バ
の
個
々
の
枇
倉
で
は
た
〈
し
て
ヨ
1
ロ
ッ
バ
的
た
類
現
在
有
み
た
枇
合
環
境
で
あ
割
、
そ
れ
き
針
比
せ
はj

-

ら
れ
た
枇
舎
も
或
は
東
洋
的
或
は
士
宮
的
た
粧
台
類
型
で
あ
る
に
と
ど
仕
っ
た
の
で
あ
る
。
己
の
や
う
に
考
へ
れ
ば
、

E日
ω

自
白
一
一
印

さ
れ
た
歴
史
段
類
型
車
T

的
と
稔
る
と
云
ふ
結
論
が
生
や
る
の
で
は
司
泣
い
で
あ
ら
う
か
。

¥

h

に
た
P

鏡
台
稿

私
は
-
T
a

ル
ゴ
の
歴
史
観
が
、
認
識
主
観
が
生
昔
て
h
w
る
「
親
書
」
か
ら
、
そ
れ
に
ま
で
、
到
達
4
C
れ
る
ま
で
歴
史
的
経
過
が
辿
邑
れ
炉
吋
酬

，
謹
白
月

て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
渇
ベ
売
。
し
か
し
と
の
寸
現
在
」
は
、
?
宇
居
厳
密
阿
は
、
い
か
在
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
J

第
↑
一
一
に
的
た
司

然
れ
十
・

と
の
と
左
を
問
題
と
し
て
見
主
う
。
テ
a

ル
L
E
K
と
っ
て
は
「
現
ホ
」
は
佐
官
蒙
期
で
あ
っ
た

K
畑
違
注
い
。

T
Y
-
J
?
ν

・
レ
ヂ
'
ム
自
同
年
寸

i

‘
思
六
6

2
開
む
精
神
や
枇
舎
が
歴
史
を
編
み
出
す
出
重
で
あ
っ
た

O
R
Zそ
れ
は
そ
の
時
あ
る
が
ま
ま
の
需
主
舎
で
あ
っ
た
政

T

ハ
伝
包
一
肉
咽

D且
司

の
で
は
在
い
で
あ
ら
う
。
「
進
歩
の
理
念
ト
は
未
来
と
の
関
聯
に
於
い
て
-
始
め

τ成
り
立
m
J
e
p
y

「
恒
に
そ
白
完
全
へ
と
準
み
ゆ
〈
」
人
類
和
q
J
J

時

e
誌
d

の
本
質
除
、
あ
る
が
ま
ま
の
奏
に
於
い
て

irり
は
む
し
ろ
あ
り
う
る
姿
に
於
い
で
露
は
に
左
る
。
あ
る
が
ま
ま
の
人
聞
は
翼
賛
に
は
ス
由
本
'
一

ノ

さ

陣

褐

可

及

過
去
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
完
成
へ
と
進
み
ゆ
〈
過
程
の
中
に
あ
っ
て
も
不
完
成
で
あ
担
、
完
成
そ
の
も
の
で
は
な
い
0

1

進

J
h間
且

歩
由
理
念
」
が
擦
っ
て
立
つ
函
お
」
は
む
し
る
未
来
の
完
成
を
墜
ん
で
ゐ
る
現
在
、
あ
る
ひ
は
』
お

v
p
E官
官
炉
ヂ
骨
骨

2
h仰
の
め

、町、

/ 



/ 

仇

/ 

c

'
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か
か
野
和
で
あ
る
。

E

D
意
味
に
於
い
て
、
テ
ュ
ル
ゴ
白
歴
史
概
白
基
準
と
な
る
「
現
在
」
と
は
寅
は
未
来
的
現
在
で
あ
り
、
そ
白
限

¥
り
に
於
い
て
l
|
柴
犬
主
義
的
で
あ
っ
た
と
は
云
へ
|
l
寅
践
的
現
在
で
あ
る
と
云
は
れ
鼠
ば
な
ら
泣
い

0

・
従
っ
て
己
の
限
り
に
於

い
て
は
、
じ
り
歴
史
観
は
本
質
的
に
主
髄
的
で
あ
り
、
寅
践
的
歴
史
観
で
あ
勺
た
と
云
ふ
と
と
が
で
き
る
マ
あ
ら
号
。
己
の
賃
践
的

現
在
は
構
建
的
に
は
営
時
つ
自
然
的
秩
序
」
と
呼
び
慣
ら
ほ
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
テ
ュ
ル
ゴ
が
あ
る
と
己
ろ
で
「
現
論
忙
於

い
て
取
扱
は
れ
ね
ば
左
ち
た
い
の
は
常
に
最
竜
よ
芭
も
白
で
あ
る
」
と
書
い
て
ゐ
る
的
、
そ
の
「
最
も
よ
き
も
の
L

と
は
寅
に
「
自
然

的
秩
序
」
だ
っ
た
包
で
あ
る
。
さ
う
し
て
之
白
理
論
に
於
砂
る
「
自
然
的
秩
序
」
が
ま
た
歴
史
に
於
け
る
「
自
然
的
進
歩
」
の
棒
切
所
と

な
っ
て
ゐ
る
位
で
あ
る

J

。
E

D
爾
四
白
も
の
は
基
本
的
た
封
概
念
で
あ
り
、
雨
者
の
直
接
的
た
関
係
は
、
「
日
開
紳
科
壊
の
自
然
的
鶴

来
」
に
於
け
る
理
論
と
歴
史
と
の
直
接
的
統
一
を
可
能
た
ら
し
め

τ
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
品
υれ

εも
己
の
己
と
に
深
〈
立
ス
る
E
と

¥
ぼ
今
白
問
題
で
は
一
泣
い
。
己
己
で
は
テ
且
ル
ゴ
γ
の
歴
史
観
戸
於
い

τ、
い
友
千
八
世
紀
の
歴
史
観
を
通
じ
て
、
あ
る
軍
味
で
D
寅
践

M
門

的
現
在
が
基
準
と
託
っ
て
ゐ
る
と
と
、
従
づ
て
と
白
一
歴
史
観
は
一
種
。
寅
践
的
歴
史
留
で
あ
ノ
っ
た
と
云
ふ
己
と
に
、
人
々
白
注
意
を
九

促
L
た

い

と

思

ふ

の

で

あ

る

ロ

¥

、

RJ

h

上
遁
の
特
色
の
ゆ
ゑ
に

J
の
歴
史
観
は
十
九
世
紀
に
於
い
で
「
非
歴
史
的
」
と
云
ふ
痛
烈
な
批
判
を
蒙
っ
た
。
そ
れ
を
貰
〈
理
性
一
一ゆ

が
歴
史
的
で
は
な
く
)
未
来
陀
直
接

Z
が
る
「
現
在
L

E
ば
無
媒
介
に
空
定
ま
で
引
き
延
ば
し
て
「
個
室
L
の
み
か
ら
歴
史
的
一
幕
賞
川

を
裁
か
ラ
と

L
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
個
性
的
な
生
起
そ
れ
自
腫
に
封
ず
る
閥
心
が
そ
と
に
は
な
ぐ
、
せ
い
ぜ
い
類
型
的
危
一
-
白

も
D
で
以
て
事
賞
品
E
眺
ぞ
各
時
代
が
壬
れ
ぞ
れ
個
有
、
の
意
義
を
持
つ
と
は
云
は
し
れ
な
〈
な
る
か
ら
で
あ
る
。
縫
っ
て
ま
た
と
の
質
問

践
的
性
格
と
は
非
歴
史
的
の
ゆ
ゑ
に
具
偲
的
に
寅
践
的
で
あ
る
と
堕
玄
は
札
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
己
り
批
評
は
肯
擦
に
債
ず
る
。

α

民
白
一
隆
泉
は
十
九
世
粗
か
ら
始
ま
る
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ

6
ヲ
。
併
し
な
が
ら
、
上
匹
指
摘
し
た
乙
D
歴
史
観
D
寅
践
的
性
格
は
.

六
凡
七
吋
第
六
揖

-
一
ア
品
ル
プ
白
暦
血
現

第
宜
十
四
巻

九
三

9) 

百
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a
T
a
ル

r
D降
由
品
藤

r

第
五
十

1聞

愚

大

凡

凡

一

第

六

披

〆

i

L

歴
奥
主
義
か
ら
の
批
判
比
一
も
拘
白
手
、
現
在
再
認
識
し
て
止
揚
的
主
荷
か
さ
る
べ

E-T
は
な
い
で
あ
包
う
か
、
歴
史
主
義
の
陥
り
勝

ち
、
な
抽
象
除
、
却
ヲ
て
歴
史
観
の
賞
践
的
性
格
の
忘
却
あ
る
ひ
は
喪
央
と
云
ぶ
と
と
由
一
門
に
あ
り
除
し
た
い
か
。
歴
史
芋
義
を
廻
る

問
題
の
重
要
た
察
機
が
己
己
に
あ
る
の
で
は
た
い
で
あ
ら
号
か
。
私
は
と
の
駈
忙
於
い
で
川
啓
蒙
時
代
の
歴
史
観
か
ら
汲
み
取
っ
て

9

よ
い
襲
書
見
友
い

b
け
に
は
ゆ
か
た
い
の
で
あ
る
咽
号
し
て
歴
星
雲
長
官
理
解
さ
れ
ま
っ
た
十
人
世
紀
の
歴
史
日

観
白
虎
め
に
、
吹

κ、
f
vケ
Y

が
テ
ヰ
ル
ゴ
に
つ
い
て
行
ふ
批
判
に
劃
し
て
再
検
討
を
加
ヘ
る
必
要
ぞ
感
じ
る
突
第
で
あ
る
o
t

…川、
k
i

、

占
r

ル
ヰ
王
朝
む
大
蔵
大
臣
と
し
て
活
路
し
て
ゐ
た
時
、
テ
ユ
ル
ゴ
は
ず

y

?
ャ

y
・
レ
ヂ
ー
ム
民
最
後
の
切
関
手
術
を
施
さ
う
与
し
出E

 

で
‘
主
民
国
家
組
織
の
改
革
集
を
捧
呈
し
た
。

ιか
し
そ
の
た
め
に
彼
は
迭
に
鮮
職
ぜ
ね
ば
た
ち
悲
か
っ
た
。
そ
の
改
革
案
の
内
容
・
一
山

は

冨

2
5官
官

;
E
E
E
5
と

ιて
現
花
見
ら
れ
る
も
白
で
あ
る
け
そ
の
は
巴
め
陀
ば
次
の
ザ
舎
か
れ
て
ゐ
る
。
「
枇
舎
同

に
於
い
て
一
致
す
る
人
聞
の
諸
棺
利
は
人
聞
の
歴
尻
町
蓉
〈
も
の
時
除
法

4
L
T
、
人
間
白
白
一
然
に
基

f
D
で
あ
る
。
理
由
た

L
比
一
山
口
叫

ウ
〈
ら
れ
た
制
度
を
不
朽
訟
も
の
に
す
る
い
は
れ
は
あ
り
え
た
い
。
」
と
の
言
葉
は
た
し
か
に
極
め
で
非
歴
史
的
い
法
反
歴
史
的
で
あ
一
p臨

口
V

E

る
。
品
士
山
J
4

が
図
家
組
織
改
良
策
を
考
案
し
た
時
の
と
「
の
反
歴
史
的
危
立
揚
除
、
青
年
時
代
医
歴
史
智
壌
を
編
ま
号
Y
P

」
じ
た
彼
K

r
占

ほ
似
合
は
し
か
あ
由

E
と
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。

-
Z
Y
ケ
ン
は
再
の
事
を
以
て
テ
品
ル

Jι

ん
の
思
想
四
「
激
調
理
」
と
名
づ
け
も
ヘ
次

の
や
ろ
托
色
町
問
題
b
A解
決
じ
た
。
円
か
か
J
也
激
費
は
農
の
狽
創
性
に
鍛
〈
呂
占
と
ろ
あ
り
、
思
想
在
外
か
ら
汲
み
取
り
法
が
ら
通

後
に
た
っ
て
受
け
容
れ
た
ぺ
も
白
を
ば
、
第
二
流
の
人
物
に
特
有
一
夜
我
執
で
以
っ
て
、
閉
め
出
L
て
L?ま
ふ
や
ろ
怒
人
陀
し
で
は
巴
め

て
考
へ
ち
れ
る
と
v

と
で
あ
る
。
テ
品
作
ゴ
は
パ
賓
際
に
は
べ
之
ま
で
好
意
あ
る
歴
史
般
漣
が
彼
巴
輿
へ
た
ゃ
う
危
地
位
に
は
値
以
し

人

口

一

た
い
の
で
あ
る
己
ζ

の
十
ろ
た
傍
決
は
べ
'
し
か

L
、
テ
品
ル
ゴ
民
叫
制
し
て
市
営
で
あ
る
で
あ
ち
う
品
。
私
は
さ
う
は
考
へ
ら
れ
た
h
J
1
一

む
し
ろ
後
年
の
彼
自

Eb--同
明
己
そ
一
官
民
彼
の
歴
史
観
白
ν

自
然
主
義
的
特
色
を
停
へ
で
ゐ
る
の
で
あ
り
も
オ
ン
¥
F
V
D
批
判
政
置
央

ブ松

田

4 



い

恥 i

" 

主
義
的
偏
見
広
災
引
印
さ
れ
て
ゐ
る
U
だ
と
い
ム
ベ
宮
で
あ
ら
う
。

そ
の
理
由
は
簡
単
に
云
へ
ば
か
う
で
あ
る
。
先
づ
歴
史
観
の
構
造
D
上
か
ら
云
ふ
た
ら
ば
、
テ
品
ル
ゴ
白
一
歴
史
観
白
一
環
つ
で
生
子

る
選
準
は
「
自
然
的
秩
序

ιで
あ
り
、
現
貫
工
り
も
一
居
完
塗
た
と
考
へ
ち
ね
る
絹
針
主
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
ゑ
飽
〈
堂
一
一
で
合
穂
的

で
あ
ら
う
と
「
し
た
テ
ュ
ル
ゴ
が
政
治
十
の
中
植
に
立
っ
た
時
陀
見
い
だ

L
た
国
家
組
織
は
不
完
杢
を
も
白
で
あ
り
、
政
策
的
托
向
ム
時

咋
は
吊
不
完
全
註
も
の
以
上

ι、
非
現
性
的
友
も
の
で
た
け
れ
ば
た
ち
な
か
っ
た
。
政
治
が
完
全
悲
園
家
組
織
の
寅
現
に
向
ふ
も
の

で
あ
る
隙
担
、
一
切
の
温
去
と
絶
縁
し
た
寸
自
然
的
秩
序
」
の
貫
現
に
向
っ
て
合
理
的
左
政
策
を
樹
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
た
ぜ
ー
た
ら

合
嘩
的
政
策
ヰ
よ
っ
て
自
然
的
秩
序
は
一
居
強
か
に
寅
現
さ
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
。
ゆ
ゑ
に
オ
シ
ケ
ン
の
所
間
「
激
挺
」
は
い
さ
さ
か
、

の
動
揺
で
も
な
く
‘
寅
は
進
歩
主
義
的
歴
史
観
の
寅
践
的
性
格
に
よ
っ
て
生
十
Z
必
然
的
社
蹄
結
で
あ
る
に
他
た
ち
悲
か
っ
た
む
で

あ
る
。
売
に
~
ー
自
然
的
閥
系
」
に
於
い
て
は
理
論
と
歴
史
と
が
直
接
忙
つ
左
が
る
と
と
を
指
摘
し
た
け
れ
E
、
一
唐
古
し
〈
ほ
歴
史
有

O

J

理
論
告
よ
法
政
策
。
聞
に
直
接
的
統
一
が
あ
っ
た
と
云
ふ
己
主
が
、
と
の
己
と
か
お
理
解
さ
れ
て
来
る
で
あ
ら

1
此
特
性
は
「
自
翻

然
的
値
系
L

O
方
法
論
に
と
う
て
樹
必
て
重
要
注
事
柄
に
属
し
て
ゐ
る
ロ
ダ
に
且
三
ル
ゴ
ー
の
提
案
の
内
容
か
ら
見
て
も
、
竺
L

J

M
シ

の
批
判
。
不
営
が
了
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
一
る
o
T
a
ル
ゴ
の
岡
家
組
織
改
革
案
は
、
一
言
忙
じ
さ
時
代
ば

|
l静
し
〈
云
ふ
飴
白
を
船

有
た
ね

o
t遺
憾
で
あ
る
、

l
霊
長
主
主
審
宮
居
家
権
力
主
散
ぜ
ん
め
上
?
と
し
た
紺
に
あ
っ
た
臥
す
な
は
ち
、
間

膝
・
郡
・
村
落
廿
帯
主
び
都
市
と
云
ム
や
う
に
階
居
的
友
政
治
組
織
を
浩
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
園
家
樺
カ
の
一
部
を
分
掌
せ
し
め
、
そ
の
一
体

土
比
中
央
政
府
が
臨
む
や
ろ
に
、

2
2
v・
レ
ヂ

1
2改
革
ず
る
と
と
が
金
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
を
で
わ
た
ぐ
し
は
蜘

人
々
に
一
想
び
起
こ
し
て
い
、
た
だ
昔
た
私
息
ふ
♂
先
に
苧
ユ
ル
ゴ
が
「
模
範
的
引
な
政
府
」
と
呼
ん
だ
一
も
の
が
、
を
の
僚
件
と
し
で
国
家
の
前
。
一

各
部
分
白
院
の
一
秩
序
・
各
地
方
、
各
都
市
白
地
位
の
決
定
と
自
由
の
維
立
を
有
つ
主
規
定
吐
ら
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ
土
む
さ
う
す
叫

テ
h
Z

晶h

ゴ

申

贋

真

都

第

五

十

四

巻

京

入

九

世

田

六

掛

〈
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晶

玉

t

p

k
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テ

2レ L

f 
区3

腫
具
現

ノ
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六
ド
九

O

第
五
十
四
巻

第
六
鱗

丸
ム
ノ、

-
れ
ば
彼
自
提
梁
の
内
容
は
、
彼
が
青
年
時
代
に
の
べ
た
「
模
範
的
た
政
情
」
の
賞
現
に
他
な
ら
左
い
、
と
云
ム

E
ム
」
が
甚
だ
明
瞭
陀
了

解
せ
ら
れ
る
で
は
一
注
い
だ
ら
守
か
。
・

F
Y
ケ
ン
の
云
ふ
や
う
な
「
激
愛
」

E
E
ろ
か
、
青
年
時
代
の
テ
ュ
ル
ゴ
が
大
蔵
大
臣
と
し
て
か

ね
て

D
包
負
を
と
と
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
に
他
た
ら
な
い
。
と
の
貼
か
ら
見
て
も
、
テ
ュ
ル
ゴ
の
歴
史
哲
畢
は
終
生
微
動
だ

も
せ
宇
、
寧
ろ
自
然
主
¥
義
的
歴
史
が
政
策
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
と
云
ふ
好
個
の
寅
例

E
ば
れ
我

A
は
己
ヒ
に
見
い
だ
さ
た
く

て
は
左
ち
-
な
い
の
で
あ
る
。
ー

l
要
す
る
に
、
オ
ン
ケ
ン
の
批
判
は
不
意
で
あ
が
9
0

そ
れ
は
む
し
ろ
歴
史
主
義
的
歴
史
の
、
主
岨
個
性

を
喪
失
し
た
主
観
に
よ
る
認
識
の
、
客
観
性
の
要
求
の
飴
り
に
陥
り
が
ち
で
る
っ
た
、
非
寅
践
的
性
格
と
云
ム
抽
象
を
自
ら
曝
露
し
て

ゐ
る
の
?
あ
る
と
云
は
な
〈
で
は
な
ら
冶
い
@
さ
う
じ

τ
テ
高
ル
ゴ
の
悲
劇
の
根
擦
は
、
彼
が
第
二
流
白
歴
史
家
で
あ
っ
た
た
め
で

は
な
?
〈
、
進
歩
主
義
的
歴
史
観
を
偶
者
一
つ
つ
れ
も
ト
h
之
は
プ
ル
ヂ
ョ

7
U
1
0
手
で
の
み
有
数
巴
寅
践
と
結
び
つ
〈
も
の
で
あ
り
た

l
I
A同ほ
7
y
シ
ャ
ン
・
レ
ヂ

I
A
の
支
持
者
と
し
て
終
生
と

E
ま
つ
在
と
一
宮
ふ
鮪
に
己
そ
求
め
ら
る
・
へ
き
で
あ
る
。

b
た
t
Lは
、
テ
品
ル
ぎ
の
一
廃
奥
掘
が
、
そ
泊
ま
ま
で
再
興
す
べ
き
乙
と
を
主
混
ず
る
司
で
は
元
よ
B
な
い
。
た
だ
と
ζ

に
且
ら
れ
る
賓
館
前
性
絡

|
|
そ
れ
は
寅
は
抽
家
哨
な
も
申
で
し
か
な
い
け
れ
ど
ー
ー
が
十
九
世
紀
白
歴
且
視
に
よ
ワ
で
不
首
に
看
過
さ
れ
勝
ち
司
る
る
み
二
百
ふ
と
と
を
D
eへて

人
々
白
注
意
を
促
し
た
い
是
思
っ
た
白
で
あ
る
。
ま
た
担
済
革
白
方
法
論
か
ら
一
耳
ワ
て
、
歴
史
哲
串
が
大
き
な
展
望
を
可
能
に
す
る
と
云
ふ
ζ

と
を
、

醒
済
事
白
外
島
島
一
市
L
た
か
っ
た
白
で
畠
畠
巴
従
っ
て
テ
ユ
ル
ゴ
由
経
済
畢
白
内
容
に
と
白
一
歴
史
観
が
い
か
に
作
用
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
一

切
弐
白
問
題
で
あ
る
@
ま
た
E

D
廃
車
翻
に
ひ
そ
む
人
間
中
必
的
な
晶
晴
天
主
義
は
、
世
界
史
白
現
段
階
に
危
植
を
生
ぜ
じ
品
て
ゐ
る
白
で
あ
刀
、
そ
れ

主
白
封
院
は
我
々
の
重
々
な
課
題
な
D

で
あ
る
明
れ
E
も
、
そ
れ
に
ワ
い
て
も
と
と
与
論
及
ず
る
こ
・
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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